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「超知能の時代に、人間は何をするのか」 

シンギュラリティー、それは人間性が試される時代の始まりである。

 

2026 年 7 月 10 日付日本経済新聞でニック・ボストロム氏の『ディープ・ユートピア』

が紹介されていた。AI が人間を超えるシンギュラリティ後の世界では、病気や貧困をはじ

め、多くの社会問題が解決される。しかし同時に、「人間は何のために生きるのか」とい

う、これまで以上に根源的な問いが現れる。 

 

現在、AI 研究の世界では、すでにAIが AI の研究を支援する段階に入っている。AI が

コードを書き、AI が AI を評価する時代が始まっている。しかし、完全に自律したAI開発

については、多くの研究者が慎重な姿勢を崩していない。その理由は明確である。 

 

核兵器にはウラン濃縮施設や巨大な国家プロジェクトが必要である。しかし超知能は理

論上、世界のどこかのデータセンター一つから誕生しうる。さらに、一度誕生した超知能

は、人類の知性をはるかに超える速度で自己改良を繰り返す。 



つまり、「誰か一人がボタンを押せば、世界そのものが変わる」その可能性は、核兵器

以上に人類を震え上がらせている。 

 

だからこそ各国、各企業は競争しながらも、その未来に畏れを抱いている。しかし、こ

の未来は単純なディストピアではない。AI が仕事を担い、人間が生活のために働く必要が

なくなったとき、人類は初めて、「生きる意味そのもの」を問われる。何かを所有するこ

と。誰かより成功すること。それらが人生の目的ではなくなった世界が訪れる。そのとき

人間に残されるものは何か。 

 

それは、春に咲くあんずの花の美しさに気付くこと。家族や友人と他愛もない会話を交

わすこと。ジャズを聴きながら静かな時間を過ごすこと。そして、地球から離れたところ

にある銀星の銀星堂書店で真空管猫と意味のない議論をすることである。 

 

AI が知識を与える時代だからこそ、人間には「意味を創る力」が残される。それこそ

が、人間に最後まで残る役割である。技術がどれほど進歩しても、「あんずの花って、こん

なに美しかったんだな」と感じる心だけは、人間の側に残り続ける。超知能の時代とは、

人間が不要になる時代ではない。人間が初めて、「何を持つか」ではなく、「何を美しいと

思うか」で生きる時代である。そのとき私たちは、真空管猫と窓の外のあんずの花を眺め

ながら、幸福とは何かを静かに思い出すのだ。 
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